
雪氷関連文献デー タベー スの作成

平成 6 年度より長岡雪氷防災実験研究所所では，
雪氷研究の効率的推進のために，雪氷現象に関連す
る既存の研究論文や調査資料などのデータ ベー ス化
を開始した。これは研究課題 「防災科学技術資料収
集整理及び提供」（担当 ：情報解析室）の一 環とし
て始めたものである。対象となる文献の総数はパー

ソナルコンピュータで十分取り扱える量と思われた
ので，データ ベー スの作成および検索には，（株）
管理工学研究所から発売されているパソコン用ソフ
ト「桐Ver.4」を使用した。
設定した項目は次の9項目である。

①番号 ②書籍・論文名 ③著者名 ④掲載誌
⑤発行・掲載年 ⑤巻 ⑦号 ⑧ペー ジ
⑨キー ワー ド

「桐」の場合，全角文字も半角文字も，ともに 1
文字は 1文字と数えるものの，各データには2048文
字も書き込めるので，雪氷関連の文献データ ベー ス
用として十分な容量を有していると云える。
9項目のうち，「キー ワー ド」 については，デー

タ入力者が研究者でないため，キー ワー ドの選定が
出来ず，今の所はほとんどが空欄になっている。従
って，論文内容についての検索は「書籍 ・ 論文名」
で行うことになり，タ イトルに含まれる言葉を手懸
りに探すこ とになる。
一 般に，タ イトルは研究内容を可能な限り集約し

たものであるので，もし，内容が過不足なくタイト
ルに反映されているのなら問題ないが，一 般には表
現しきれない部分も多いから，検索の際取りこぼし
も出るであろうが，現段階としてはこれで我慢をせ
ざるを得ない。

現在までに入力の終わった定期刊行物とその発行
年は以下の通りで，データ数は総計3641件 （外国文
献1949件，国内文献1692件）である。

①Cold Region Science and Technology (1979-1992) 
Report (Special Report, Research Report, 

Monographを含む）（1972-1993) 

③ of Glaciology (1986- 1993) 
④低温科学 (1962- 1993)
⑤雪氷学会全国大会講演予稿集 (1990- 1993)

平成 7年度からは新庄雪氷防災研究支所もこのデ
ータ ベー ス化に加わり，現在「Joumal of Glaciology」
のデータ ベー ス化を担当している。
長岡雪氷防災実験研究所では現在， 「雪氷学会全
国大会講演予稿集」の1989年以前のものの入力を行
っているが，今後は 「雪氷」その他の定期刊行物お
よび自治体等から出された資料なども順次データ ベ
ー ス化しようと考えている。
なお，データ ベー スの作成には「桐」 を使用して

いるが，ジャストシステム社製のワー プロ 「一 太郎」
に馴染んだ人には，同社製の データ ベー ス用ソフト
「五郎」が「桐」よりも操作し易いかも知れない。
「桐」で作成したデータも容易に「五郎」用に変換
できる。

上述のように，このデータ ベー スはまだ小規模な
ものではあるが，外部からの相談にその威力を発揮
し始めている。例えば先日も，日本鉄道建設公団か
らの，鉄橋構造物上の冠雪の落下による被害防止策
についての相談に対し，早速これを利用して，「付
着」という言葉などから5編の文献を選定し，その
コピーを提供する事が出来た。同公団では，それを
手懸りにして，さらに詳しい情報を得たようであ
る。
いずれデータ ベー スとしてデータが十分蓄積され

た段階で，外部からのアクセスで，文献検索が自由
に出来るようにならないものかと考えている。そう
なれば，例えば，特別研究「雪氷とその変動に伴う
災害防止技術の高度化に関する研究」の中で検討が
進められている雪氷に関する基礎情報の提供システ
ムに，このデータ ベー スを乗せることも考えられ，
これが自治体等はもとより個人レベルでも広く利用
されることによって，雪氷害対策に大きく貢献する
ものと考える。各家庭において，パソコン通信によ
る情報の即時的収集が一 般化するのも遠くはない。

（長岡雪氷防災実験研究所 中村秀臣）
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